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東京都の再生可能エネルギー普及に向けた取組

【これまで】【これまで】

太陽エネルギーを中心とした積極的な取組

⇒ 住宅用太陽光発電の導入ペ スを10倍に⇒ 住宅用太陽光発電の導入ペースを10倍に

【しかし・・・】【しかし・・・】

太陽エネルギー以外のポテンシャルは内地で
は 限定的は 限定的

自然に恵まれた島しょ地域における再生
可能エネルギーの積極的な活用を検討
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可能エネルギ の積極的な活用を検討



八丈島における再エネに対する認識１

太陽光発電 内地と比較すると島 照量は 割■ 太陽光発電 ・ 内地と比較すると島の日照量は7-8割

・ 天候や昼夜で発電量が大きく変化

■ 風力発電 ・ 風速や風向きで発電量が大きく変化

・ 限られた電力系統での運用に課題

■ 波力発電 ・ 現在は実証実験の段階
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八丈島における再エネに対する認識２

■ 地熱発電地熱発電

・ 中之郷地区では３万ｋW×５０年間の地熱資源量が

存在(※1)存在(※1)

・ 地質的にもキャップロック(※2)が存在し、地熱発電利用

に最適に最適

・ 地熱は安定的な発電利用が可能

地熱の積極的な利用拡大を図るべき！地熱の積極的な利用拡大を図るべき！

※1 地熱開発事業者による論文等による。
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※2 マグマ溜りの熱を地中に閉じ込める地層
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現状における地熱の利用状況現状 ける地熱 利用状況

地熱

( )(25%)

ディーゼル

【ベース電源】地熱発電＝約2000kW

ディ ゼル

(75%)

最低需要に合わせ、ベース電源として

約２，０００ｋWの利用のみ
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約２，０００ｋWの利用のみ



地熱利用拡大のイメージ地熱利用拡大 ジ

① 地熱発電の規模を6,000ｋＷ程度に３倍増

② 出力調整用の揚水発電(1,200kW程度)を導入

⇒ 再エネ利用率の大幅拡大
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⇒ 再エネ利用率の大幅拡大

（試算：約２５％⇒約８６％）が可能



本プロジェクトの意義義

１ 再生可能エネルギーを最大限に活用して 島の１ 再生可能エネルギ を最大限に活用して、島の

エネルギー自給率を高める全国的なモデルに

２ CO2排出の多いディーゼル発電から、CO2を排出

しない再生可能エネルギーへの大幅な転換によりしない再生可能エネルギ への大幅な転換により、

地球温暖化対策に貢献

３ 地熱の農業利用の拡大や、「自然エネルギーの島」

としてのアピールによる観光振興など 地域活性化としてのアピールによる観光振興など、地域活性化

に貢献
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東京都の取組

■ 1月4日 地熱発電の大幅拡大に向けた検討

開始 プ開始についてプレスリリース

■ 1月18日 「2020年の東京」へのアクション■ 1月18日 「2020年の東京」へのアクション

プログラム2013を発表。本プロジェクトを

重点事業として位置づけ重点事業として位置づけ

■ 「八丈島再生可能エネルギー利用拡大検討

委員会」を立ち上げるとともに、来年度には

フィージビリティスタディ(実現可能性調査)を実施

平成26年度の事業整備開始をめざして事業

10スキームを具体化


